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いきいき人生シリーズ
竜王スポーツ少年団
　　　本部長　山中　修 さん

やま　  なか             おさむ

　
本
年
の
お
正
月
は
、
天
気
も
良
く

暖
か
で
お
だ
や
か
で
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
西
田
新
町
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
酉
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
政
に
お
い
て
大
き
く
飛
躍
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
私
達
、
広
報
委
員
一
同
は
皆
様
方

に
少
し
で
も
議
会
の
活
動
が
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
読
み
や
す
く
、
お
伝

え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　 

委
員
長
　
森
山
　
敏
夫

　 

副
委
員
長
　
森
島
　
芳
男

　 

委
　
　
員
　
内
山
　
英
作

　 

委
　
　
員
　
松
浦
　
　
博

　 

委
　
　
員
　
山
田
　
義
明

　 

委
　
　
員
　
岡
山
　
富
男

　私の若かりしころは京都の社会人リーグでサ
ッカーに打ち込んでいましたが、現役を引退し
コーチをして若手の指導に当たっていたころ、
ある方から『竜王の子ども達にサッカーの指導
をお願い出来ませんか！』と声をかけられて以
来三十余年スポーツ少年団活動をさせていただ
いています。この間、大変な事も有りましたが、
それ以上に出会いの大切さを学ばせていただき
ました。子ども達、育成会の方々、地域の方々、
行政の方々、また他府県の指導者の方々との出
会い、どの出会いも私の宝物です。
　今、子ども達に伝えたい事は、子どものころにスポーツを通じて鍛えられた根性や気持ちとい
ったものは大人になっても絶対に役に立ちます。ですから、どんなスポーツでもいいので、ぜひ
取り組んでほしい。何かに打ち込むことがどれだけ大変で尊いものなのか、それを存分に感じて
ほしいし、堪能してほしいと思います。そして出会いを大切に！

私とスポーツ少年団との出会い

石い
そ

部べ

神
社
の
弓
始
め
式

　
七
里
の
石
部
神
社
は
町
内
で
格

式
の
あ
る
延
喜
式
内
社
で
す
。
境

内
社
に
は
春
日
大
社
の
分
霊
、
武

人
の
重
神
と
あ
が
め
ら
れ
る
八
幡

神
の
分
霊
を
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月
10
日
前
後
の
日
曜
日
に

「
弓
始
め
式
」
を
行
い
ま
す
。
年

行
事
で
選
ん
だ
氏
子
の
男
子
二
人

が
、
烏え

ぼ

し
帽
子
を
か
ぶ
り
、
紺
地
に

井い

桁げ
た

紋
様
の
着
物
に
白
袴
と
い
う

出
で
立
ち
で
、
６
本
の
矢
を
交
互

に
的
に
向
か
っ
て
射
ま
す
。
こ
う

し
て
６
本
の
矢
を
そ
れ
ぞ
れ
５
回

と
、
最
後
に
３
本
の
計
33
本
の
矢

を
引
き
ま
す
。
昔
は
的
中
の
数
で

五
穀
豊
穣
を
占
い
ま
し
た
。
２
月

上
旬
に
も
「
弓
納
め
式
」
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
１
月
は
寒
稽
古
の
始

ま
り
を
、
２
月
の
神
事
は
寒
稽
古

の
終
わ
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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近江うし丸

　12月定例会では、条例７議案と補正予算７議案
その他２議案を原案どおり可決しました。

問  町長は、何を基準にして農業委員を任命するのか。
答  団体や個人の推薦、公募での応募者を評価基準
に照らし合わせて任命する。

問 全額助成にあたり年間約3,000
万円がさらに必要となると予測さ
れているが、その財源は。

答  ふるさと納税による寄附金を一部利
用し、残りは一般財源から支出する。

定例会で何が決まったの？

3月に造成工事 完了
滋賀竜王
 工業団地

農業委員会委員等の定数 変わる
(平成２９年７月２０日から)

条例
関係

　　主な内容　　主な内容補正
予算

福祉医療費の全額を助成
(平成２９年１０月１日から)

福祉医療費の全額を助成条例
関係

農地利用最適化推進委員は
どんな仕事をするの？

　農地の出し手、受け手へのアプローチを行い、
 農地利用の集積や集約化の推進などをします。

担い手の経営発展に必要な
機械等の導入補助
1,476万円

地域密着型介護サービス
実施のための費用
(介護保険特別会計)
4,226万円

プロジェクトをPRするための
映像などの作成費用

172万円

近江うし丸

ふるさと交竜寄附金を
基金に積み立て
6,000万円

現 状 H29.10.1から

通院医療費：就学前まで
入院医療費：中学校卒業まで 中学校卒業まで

＊新教育長に甲津和寿氏（川上）を選任同意
＊全国青年大会へ選手を派遣するための費用
を補正

＊10月採用の職員の作業服などの購入費用
を補正

担い手の経営発展に必要な担い手の経営発展に必要な担い手の経営発展に必要な担い手の経営発展に必要な
機械等の導入補助機械等の導入補助機械等の導入補助機械等の導入補助機械等の導入補助機械等の導入補助機械等の導入補助
1,476万円1,476万円1,476万円1,476万円1,476万円

実施のための費用実施のための費用
(介護保険特別会計)(介護保険特別会計)
4,226万円4,226万円4,226万円4,226万円

滋賀竜王工業団地関連
土地取得費（防災施設用地など）

1億9,160万円

平成28年度一般会計補正予算（第４号）は、
２億8,387万円を追加し、予算総額66億
338万1千円に決定しました。

ロゴマークが
11月に決定
しました。 寄附金の推移（年度）

H26　　　　　　   　  14万円
H27　　　　　　   9,749万円
H28（12月末）　1億2,090万円
☆寄附金は一旦一般会計に収入され、一般会計から
基金に積み立てられます。条例に規定した6つの事
業に要する費用に充てる場合に繰入れをします。

　農業委員会委員の定数は、14人
　農地利用最適化推進委員の定数は、14人と
定める。

・ ・

11月
  開催

教
育
長
に

甲こ
う

津づ 

和か
ず

寿ひ
さ 

氏 全国青年大会（東京にて）

近江うし丸
このサービスは

10のサービスからなり、
利用できるのは、原則とし
てサービスを提供する事業
者のある市町村に住む

人に限られます。
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12 月 定 例 会

全額助成の範囲が拡大します
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常任・特別委員会の活動
人口減少対策特別委員会

・PFIや土地信託方式による民間主体での事業化
・不動産開発業者が事業主体となり企業誘致

　他市町のファミリーサ
ポート事業の状況や、県
内のファミリーサポート
センターの状況について
説明を受けました。

　視察研修 兵庫県三田市
  北摂第二テクノパーク ファミリーサポート事業の検討

総務産業建設常任委員会

　

両町とも人口が11,000人程度で一般会計が45億円前後と竜王町と規模が近い。
両町の町有地や民間ノウハウを活用した住宅施策について研修を行いました。

視察研修 神奈川県 山北町・松田町の住宅施策

H28年度：地域コミュニティ無線システム基本設計業務
H29年度：地域防災システム構想設計着手　
H30年度：実施設計
H31～32年度：（仮称）竜王町地域防災情報システムの整備

防災情報システムの整備環境基本計画の内容

問  電波の調査は進んでいるのか
答  電波利用域の調査を今年度中に着手する

問  竜王町で、ファミリーサポート事業を
立ち上げる意向はあるのか。

答  こどもひろばの利用者全員から意見を
聞いている。意見を踏まえ、また、費
用対効果を考えて検討を進めたい。

・ＰＦＩ協会による民間活力
・定住少子化担当課の設置
・職員が空き家の実態調査
・町有地資産の利活用
・住宅取得奨励金補助制度
・二世帯同居等支援奨励制度
・民間賃貸住宅家賃補助制度
・同窓会開催支援制度
・職員視点でない宣伝紙作成

　両町ともPFI事業への取り組みに並々ならぬものがあり、松田町
は、山北町の成功事例を隣の町として強く競争意識を持ち取り組ん
でおられると感じた。
　山北町は苦労の末に成功した自負があり職員の力強さがあった。
　松田町は、若い町長のリーダーシップのもと、若い職員が中心と
なり定住に向けた取り組みへの活気があった。
　我々議員も研修の成果として行政に対して具体的な提言をしてい
く必要がある。

施　策

感 想

　企業による企業情報を生かした誘致活動と厳
しい営業努力を基本に迅速な行動力と多方面の
顧客対応に民間と公共の違いが感じられた。

　企業による企業情報を生かした誘致活動と厳
感 想

　28年３月に策定された竜王町環境
基本計画について説明を受けました。
　この計画は26年3月に制定された
竜王町環境基本条例に基づき、環境目
標や基本施策、主要施策などを定めた
ものです。

●豊かで美しい環境の実現
●環境負荷の少ない持続的
　発展可能な社会の構築
●自主的かつ積極的な環境の保全
　に係る行動
●地球環境保全の推進へ
　全事業活動や日常生活における
　積極的活動

目指すべき竜王町の環境未来像
「次世代へ煌く環境と交流の郷」

地域活性化特別委員会

地域コミュニティ無線システムとは
■役場から防災情報を提供
■自治会から各種行事案内等の情報を提供
■混信のない専用波（400MHz 帯）を利用

家庭 自治会館 役場
（イメージ）

受信機

PFIって？
　民間の資金と経営能力や
ノウハウを活用し、設計・改修・
更新や維持管理を行う公共事業

の手法だよ！

12 月定例会委員会の活動

委員会の活動

地域密着型
介護サービス

竜王西小学校
校舎周辺
沈下対応

問 
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
（
地
域
密
着
型
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
）
は
、
27
年

度
の
後
半
か
ら
利
用
者
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
に
か

か
る
給
付
費
を
増
額
補
正
さ

れ
た
と
思
う
が
、
今
後
の
利

用
人
員
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答 

定
員
は
25
名
と
決
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
施
設
の

利
用
状
況
に
応
じ
て
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

で
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら

慎
重
に
対
応
す
る
。

問 

西
小
体
育
館
改
修
工
事

設
計
業
務
委
託
料
５
４
４
万

円
の
減
額
が
、
校
舎
周
辺
沈

下
改
修
工
事
設
計
業
務
委
託

料
６
２
６
万
円
に
充
て
ら
れ

た
の
か
。

答 

体
育
館
改
修
工
事
は
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に

向
け
た
国
の
補
助
金
の
対

象
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
活
用
し
、
後
年
度
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
た

め
減
額
。
沈
下
改
修
工
事

設
計
業
務
委
託
料
は
今
回

新
た
に
予
算
計
上
し
た
。

チェック
します
チェック
します 議案へ質疑の

小規模多機能型居住介護 山かがみ

校舎周辺沈下状況を視察

こどもひろば すくすく

町営定住促進住宅42戸を整備した山北町

町の存続を!
税収の確保を!

町づくり

･少子高齢化…
･コミュニティの衰退…
･自主財源の減少…

首都圏に近い
メリット

民間の活力
を利用しよう

町有地を
活用できる

近江うし丸近江うし丸近江うし丸

関連→P6・17
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常任・特別委員会の活動
人口減少対策特別委員会

・PFIや土地信託方式による民間主体での事業化
・不動産開発業者が事業主体となり企業誘致

　他市町のファミリーサ
ポート事業の状況や、県
内のファミリーサポート
センターの状況について
説明を受けました。

　視察研修 兵庫県三田市
  北摂第二テクノパーク ファミリーサポート事業の検討

総務産業建設常任委員会

　

両町とも人口が11,000人程度で一般会計が45億円前後と竜王町と規模が近い。
両町の町有地や民間ノウハウを活用した住宅施策について研修を行いました。

視察研修 神奈川県 山北町・松田町の住宅施策

H28年度：地域コミュニティ無線システム基本設計業務
H29年度：地域防災システム構想設計着手　
H30年度：実施設計
H31～32年度：（仮称）竜王町地域防災情報システムの整備

防災情報システムの整備環境基本計画の内容
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・定住少子化担当課の設置
・職員が空き家の実態調査
・町有地資産の利活用
・住宅取得奨励金補助制度
・二世帯同居等支援奨励制度
・民間賃貸住宅家賃補助制度
・同窓会開催支援制度
・職員視点でない宣伝紙作成

　両町ともPFI事業への取り組みに並々ならぬものがあり、松田町
は、山北町の成功事例を隣の町として強く競争意識を持ち取り組ん
でおられると感じた。
　山北町は苦労の末に成功した自負があり職員の力強さがあった。
　松田町は、若い町長のリーダーシップのもと、若い職員が中心と
なり定住に向けた取り組みへの活気があった。
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施　策
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家庭 自治会館 役場
（イメージ）
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問 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
（
地
域
密
着
型
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
）
は
、
27
年

度
の
後
半
か
ら
利
用
者
が
増

加
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
に
か

か
る
給
付
費
を
増
額
補
正
さ

れ
た
と
思
う
が
、
今
後
の
利

用
人
員
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答 

定
員
は
25
名
と
決
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
施
設
の

利
用
状
況
に
応
じ
て
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

で
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら

慎
重
に
対
応
す
る
。
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体
育
館
改
修
工
事

設
計
業
務
委
託
料
５
４
４
万

円
の
減
額
が
、
校
舎
周
辺
沈

下
改
修
工
事
設
計
業
務
委
託

料
６
２
６
万
円
に
充
て
ら
れ

た
の
か
。
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体
育
館
改
修
工
事
は
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に

向
け
た
国
の
補
助
金
の
対

象
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
活
用
し
、
後
年
度
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
た

め
減
額
。
沈
下
改
修
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事

設
計
業
務
委
託
料
は
今
回

新
た
に
予
算
計
上
し
た
。
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町づくり
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･コミュニティの衰退…
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近江うし丸近江うし丸近江うし丸
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１２月定例会は１２議員が
 ２１問の一般質問を行いました。
ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

8 内山英作
いつになったら移動手段が確保されるのか
地域福祉推進条例の制定を
地域福祉センターの設置を

9
貴多正幸 地方創生加速化交付金の活用状況は

小森重剛 今年度の決算見込みと来年度の予算編成方針は

10 森山敏夫
“老老介護”の現状と今後の方針は
日野川右岸の川守地先低地 浸水対策と妹背の里のあり方は

11
松浦　博 竜王南部地区防災センターは改修か土地の活用か

山田義明 起業促進で町の活性化を

12 若井猛志
非常食の備蓄は
生活道路での「ゾーン３０」の整備を
後期高齢者健診の受診券は

13 古株克彦
祖父川の遮水矢板工事の状況は
広谷川河川改修今後の工事計画は

14
岡山富男 「安全パトロールステッカー」で防犯対策を

菱田三男 今日までの住宅施策は

15 森島芳男
日野川堤防の危機管理は
自転車道が必要ではないか

16 小西久次
土地改良施設の維持修繕は
町道等の維持管理は
幼稚園の預かり保育の拡大は

１２月定例会は１２議員が１２月定例会は１２議員が

町政
　 ここを う！　 ここを う！　 ここを問問問う！問

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ 傍聴に行ってみよう！

議会事務局  ☎ ●有 58-3713
次回の一般質問は3月中旬予定

近江うし丸近江うし丸近江うし丸

教育民生常任委員会

広
報
特
別
委
員
会

主な調査結果
・地中の雨水排水管や下水管が地盤の沈下により部分沈下し、管内に排水の滞留や汚物の体積がみられる。
・駐車場では路面沈下によるひび割れが発生している。
・植込み土間に傾きと隙間が生じている。

　

●アクティブラーニングによる授業改善
・生徒自らが問題を発見し、その解決に向けて主体的・協同的に学ぶ学習であり、学びの質や深まりを重視する学習。
●ICT機器を活用した英語授業
・ICT機器を活用することで授業が活性化し、コミュニケーション能力の育成につながっている。

竜王西小学校地盤沈下の現状

竜王中学校の学力向上の取り組み

問  生徒自らが学習の意欲を持つきっかけは
答  学習に対して意義を感じるよう働きかける
　  ことが大切。35人以下学級の効果も大きい。

問  義務教育において土曜塾の存在意義は
答  生徒自らが学ぼうとする意欲の上に成立している。
　  長期休業中も教室を開放している。

　
紙
面
の
充
実
を
目
指
し
、
前

号
よ
り
新
た
に
「
追
跡
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
編
集
技
術
向
上
の
た

め
に
「
議
会
だ
よ
り
編
集
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　10
月
5
日

　
三
重
県
川
越
町
議
会

11
月
22
日

　
京
都
府
木
津
川
市
議
会

　完全復旧に多額の費用が必要であり、竜王小学
校の改築も予定していることから、これらを包括
的に検討した上で、地盤沈下への対応策を早期に
示すこと

　完全復旧に多額の費用が必要であり、竜王小学
意 見

視察研修の受け入れ

視
察
研
修
の
受
け
入
れ

委員会の活動

校舎コンクリート部の地盤沈下グラウンドの鉄棒の沈下

英語授業（竜中1年）

視察研修の受け入れ

オール

イングリ
ッシュ

英語授業

側溝の傾きによるグレーチングの変形

編集の手法、これからの課題など
活発な意見交換を行いました！

関連→P4・17
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１２月定例会は１２議員が
 ２１問の一般質問を行いました。
ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

8 内山英作
いつになったら移動手段が確保されるのか
地域福祉推進条例の制定を
地域福祉センターの設置を

9
貴多正幸 地方創生加速化交付金の活用状況は

小森重剛 今年度の決算見込みと来年度の予算編成方針は

10 森山敏夫
“老老介護”の現状と今後の方針は
日野川右岸の川守地先低地 浸水対策と妹背の里のあり方は

11
松浦　博 竜王南部地区防災センターは改修か土地の活用か

山田義明 起業促進で町の活性化を

12 若井猛志
非常食の備蓄は
生活道路での「ゾーン３０」の整備を
後期高齢者健診の受診券は

13 古株克彦
祖父川の遮水矢板工事の状況は
広谷川河川改修今後の工事計画は

14
岡山富男 「安全パトロールステッカー」で防犯対策を

菱田三男 今日までの住宅施策は

15 森島芳男
日野川堤防の危機管理は
自転車道が必要ではないか

16 小西久次
土地改良施設の維持修繕は
町道等の維持管理は
幼稚園の預かり保育の拡大は

１２月定例会は１２議員が１２月定例会は１２議員が

町政
　 ここを う！　 ここを う！　 ここを問問問う！問

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ 傍聴に行ってみよう！

議会事務局  ☎ ●有 58-3713
次回の一般質問は3月中旬予定

近江うし丸近江うし丸近江うし丸

教育民生常任委員会

広
報
特
別
委
員
会

主な調査結果
・地中の雨水排水管や下水管が地盤の沈下により部分沈下し、管内に排水の滞留や汚物の体積がみられる。
・駐車場では路面沈下によるひび割れが発生している。
・植込み土間に傾きと隙間が生じている。

　

●アクティブラーニングによる授業改善
・生徒自らが問題を発見し、その解決に向けて主体的・協同的に学ぶ学習であり、学びの質や深まりを重視する学習。
●ICT機器を活用した英語授業
・ICT機器を活用することで授業が活性化し、コミュニケーション能力の育成につながっている。

竜王西小学校地盤沈下の現状

竜王中学校の学力向上の取り組み

問  生徒自らが学習の意欲を持つきっかけは
答  学習に対して意義を感じるよう働きかける
　  ことが大切。35人以下学級の効果も大きい。

問  義務教育において土曜塾の存在意義は
答  生徒自らが学ぼうとする意欲の上に成立している。
　  長期休業中も教室を開放している。

　
紙
面
の
充
実
を
目
指
し
、
前

号
よ
り
新
た
に
「
追
跡
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
編
集
技
術
向
上
の
た

め
に
「
議
会
だ
よ
り
編
集
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　10
月
5
日

　
三
重
県
川
越
町
議
会

11
月
22
日

　
京
都
府
木
津
川
市
議
会

　完全復旧に多額の費用が必要であり、竜王小学
校の改築も予定していることから、これらを包括
的に検討した上で、地盤沈下への対応策を早期に
示すこと

　完全復旧に多額の費用が必要であり、竜王小学
意 見

視察研修の受け入れ

視
察
研
修
の
受
け
入
れ

委員会の活動

校舎コンクリート部の地盤沈下グラウンドの鉄棒の沈下

英語授業（竜中1年）

視察研修の受け入れ

オール

イングリ
ッシュ

英語授業

側溝の傾きによるグレーチングの変形

編集の手法、これからの課題など
活発な意見交換を行いました！
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問
　
近
年
、
食
料
品
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
必
需
品

を
販
売
す
る
店
が
各
自
治

会
に
な
く
な
っ
た
り
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
移
動
の

問
　
福
岡
県
筑
紫
野
市

で
は
平
成
22
年
に
「
筑

紫
野
市
地
域
福
祉
推
進
条

例
」
を
制
定
し
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
仕
組
み
を
制

度
と
し
て
定
め
、
ま
た
、

そ
の
中
で
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
や
計
画
等
の
推
進

委
員
会
を
規
定
し
て
い
る
。

竜
王
町
で
の
本
条
例
制
定

の
意
向
は
ど
う
か
。

問
　
竜
王
町
に
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
叫
ば

れ
て
約
30
年
近
く
に
な
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
竜

王
町
に
と
っ
て
、
活
動
拠

点
の
確
保
は
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
町
民
の
長

年
の
願
望
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
の
町
長
の
考
え
は
。

地域福祉センターの設置を

いつになったら
移動手段が確保されるのか

現時点では、考えていない

交通システムの構築に向け
鋭意取り組む

地
域
福
祉
推
進
条
例
の
制
定
を

福
祉
保
健
推
進
協
議
会
で

意
見
を
聞
く

（イメージ）

竜王町福祉課と社会福祉協議会の事務所が
ある竜王町福祉ステーション

　内山 英作 議員

答
　
地
域
福
祉
に
対
す

る
町
全
体
の
機
運
が
高
ま

る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
の
皆
様
に
働
き
か
け
、

住
民
意
識
の
醸
成
を
図
る

う
え
で
条
例
制
定
を
考
え

て
も
遅
く
は
な
い
。 

　
現
在
の
と
こ
ろ
条
例
制

定
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
開
催
す
る
福
祉
保
健

推
進
協
議
会
で
意
見
を
聞

く
。

答
　
竜
王
町
で
は
、
機

能
が
集
約
さ
れ
た
セ
ン
タ

ー
と
い
う
形
で
は
な
く
、

町
内
の
各
施
設
全
体
と
し

て
セ
ン
タ
ー
機
能
を
果
た

せ
る
よ
う
環
境
を
整
備
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
し
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
財
政
的
負
担

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

困
難
な
人
が
増
加
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必

要
な
移
動
手
段
が
十
分
に

確
保
さ
れ
て
い
な
い
現
状

が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
日
ま
で
町

が
取
り
組
ん
で
き
た
施

策
・
支
援
と
神
奈
川
県
大

和
市
な
ど
の
先
進
事
例
に

つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
外
出

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
マ

イ
ル
に
対
し
て
は
、
事
業

経
費
の
一
部
を
補
助
金
で

支
援
し
て
い
る
。

　
大
和
市
の
事
例
は
、
複

数
の
自
治
会
の
連
携
の
も

と
で
の
、
継
続
的
、
安
定

的
な
運
行
や
安
全
性
の
確

保
、
経
費
の
負
担
等
を
合

わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
上
で
の
、
一

つ
の
可
能
性
に
な
る
と
考

え
る
。
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問

今
年
度
の
決
算
見

込
み
と
来
年
度
の

予
算
編
成
方
針
は
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予
算
編
成
は
今
年
度

当
初
予
算
の
90
％
を

上
限
と
す
る
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問
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
位
置

付
け
た
①
若
者
交
竜
事
業

②
竜
王
近
江
牛
等
特
産
品

発
信
事
業
の
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
①
当
初
、
予
定
し

て
い
た
と
お
り
に
進
ん
で

い
な
い
状
況
。
若
者
の
意

見
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

す
る
こ
と
は
町
の
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
若
者

の
定
住
促
進
に
向
け
た
必

須
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
事
業
へ
の
参

画
者
を
募
り
、
交
流
機
会

の
立
ち
上
げ
を
進
め
つ
つ
、

広
く
町
に
関
わ
る
皆
さ
ん

が
、
町
の
課
題
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
、
皆
さ
ん
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
情
報
を
効

果
的
に
発
信
す
る
方
法
に

つ
い
て
も
見
い
だ
し
て
い

き
た
い
。

②
町
内
の
生
産
者
、
企

業
、
関
係
組
織
な
ど
か
ら

の
委
員
18
名
で
構
成
す
る

竜
王
町
ま
る
ご
と
「
ス
キ

ヤ
キ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
ブ

ラ
ン
ド
の
広
報
Ｐ
Ｒ
、
観

光
・
体
験
コ
ー
ス
、
農
業

（
就
農
）
支
援
、
６
次
産

業
化
推
進
、
田
園
資
料
館

改
修
の
５
つ
の
分
科
会
に

よ
り
具
体
的
な
議
論
を
し

て
い
る
。

　
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
努
め
、
今
後
に
お
い
て

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
の
各
分
科
会
を
中
心

に
事
業
を
推
進
し
、
本
町

の
知
名
度
向
上
に
努
め
て

い
く
。

問
　
28
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
62
億
４

１
０
０
万
円
で
27
年
度
と

比
較
し
て
、
2.2
％
の
増
で

編
成
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
財
源
不
足
額
を

補
て
ん
す
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
を
約
２

億
６
０
０
０
万
円
計
上
し
、

財
政
調
整
基
金
残
高
が
約

４
０
０
０
万
円
に
な
る
見

込
み
で
の
予
算
編
成
と
な

っ
た
が
今
年
度
の
決
算
の

見
込
み
は
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
決
算

見
込
み
を
踏
ま
え
、
来
年

度
一
般
会
計
の
予
算
編
成

方
針
と
、
特
に
、
重
点
的

に
取
り
組
む
事
業
は
何
か
。

答
　
決
算
見
込
み
に
つ

い
て
は
、
年
度
末
に
ど
の

程
度
の
補
正
額
が
必
要
と

な
る
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
が
、
過
去
５
年
間

の
繰
越
金
の
う
ち
繰
越
事

業
に
充
当
す
る
分
を
除
い

た
繰
越
金
の
平
均
額
は
、

約
１
億
５
０
０
０
万
円
で

あ
り
、
今
年
度
も
同
程
度

の
規
模
に
な
る
よ
う
財
政

運
営
を
し
て
い
く
。

　
平
成
29
年
度
の
予
算
編

成
に
お
い
て
は
、
全
体
で

前
年
度
比
10
％
の
削
減
と

し
て
い
る
。
な
お
、
①
人

口
減
少
・
若
者
定
住
に
向

け
た
事
業
②
地
域
力
の
向

上
に
資
す
る
事
業
③
次
世

代
に
誇
れ
る
ま
ち
創
り
に

資
す
る
事
業
の
３
点
に
つ

い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

貴多 正幸 議員　

地方創生加速化交付金の
活用状況は

問

・若者交流事業の進捗は予定通りに進んでいない。
・近江牛等特産品発信事業は、本町の知名度向上
　に努めていく。
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。
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に
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の
町
長
の
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え
は
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いつになったら
移動手段が確保されるのか

現時点では、考えていない
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進
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の
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内
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・若者交流事業の進捗は予定通りに進んでいない。
・近江牛等特産品発信事業は、本町の知名度向上
　に努めていく。

答

一 般 質 問 一 般 質 問

小森 重剛 議員　

70

0

40

50

60

H1
9
H2
0
H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
（年度）

（億円）

地域福祉推進条例
それぞれの役割を明確に規定

町

事業者

福祉活動を
行う者

社会福祉
協議会

町民

地域福祉センターは、
デイサービス事業、
食事サービス事業、
ボランティア活動支援
事業ならびに幼児・児
童健全育成事業等を
行う地域福祉活動の
拠点となる施設です。

メンバー随時募集中

9 りゅうおう
議会だより No.178 8りゅうおう

議会だよりNo.178



一 般 質 問一 般 質 問

松浦 博 議員　

創業のためのガイドブック
（中小企業庁発行） 日野川の増水により浸水する妹背の里周辺

昭和47年建設された竜王町南部地区防災センター（岡屋）

問
　
今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
む
中
、
老
老
介

護
へ
の
対
応
は
無
視
で
き

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

介
護
す
る
人
の
金
銭
的
負

担
軽
減
は
も
と
よ
り
、
肉

体
的
・
精
神
的
負
担
を
軽

減
し
、
生
き
る
希
望
を
失

う
事
の
無
い
よ
う
、
今
以

上
の
支
援
の
枠
を
備
え
る

こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
の
見
解
は
。

“老
ろ う

老
ろ う

介護”の現状と
今後の方針は

起業促進で町の活性化を

包括的体制作りを進め、取り組みを強化

商工会等と連携し
創業・起業を支援する

問

問

答

答 本
地
域
は
、
遊
水
地
と
し
て

　河
川
の
氾
濫
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
る

施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

問

問

日
野
川
右
岸
の
川
守
地
先
低
地

浸
水
対
策
と
妹
背
の
里
の
あ
り
方
は

竜
王
南
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
は

改
修
か
土
地
の
活
用
か

答

答

問
　
日
野
川
右
岸
の
川

守
地
先
農
村
運
動
公
園
、

妹
背
の
里
低
地
は
、
遊
水

地
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

地
域
が
浸
水
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
野
川
の
氾
濫
を

抑
止
す
る
効
果
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に

あ
る
妹
背
の
里
施
設
に
つ

い
て
は
、
管
理
の
た
め
に

毎
年
多
額
の
費
用
が
か
か

っ
て
い
る
が
、
町
と
町
民

に
と
っ
て
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
施
設
な

の
か
。

答
　
こ
の
地
域
は
、
川
守

地
先
と
の
流
量
調
整
機
能
を

持
つ
遊
水
地
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
地
形
で
あ
り
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
の
台
風
18
号
で
日
野
川

下
流
部
で
の
大
き
な
被
害
を

未
然
に
防
止
出
来
た
こ
と
で

も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
現
時

点
で
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
妹
背
の
里
施
設
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
５

年
に
「
雪
野
山
史
跡
広
場
　

妹
背
の
里
」
と
し
て
オ
ー
プ

ン
以
来
、
町
内
外
か
ら
多
数

の
来
場
者
を
迎
え
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
利
用
者
数
は

約
８
万
９
千
人
で
あ
る
。
事

業
の
工
夫
と
効
果
的
な
予
算

執
行
に
努
め
、
遊
水
地
で
あ

る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問
　
当
セ
ン
タ
ー
は
建

築
後
40
年
以
上
経
過
し
た

建
物
。
老
朽
化
が
著
し
く

集
落
の
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
。
管
理
も
十
分
行
き

届
い
て
い
な
い
。
ス
レ
ー

ト
屋
根
の
寿
命
は
20
年
程

度
で
あ
る
が
、
強
度
と
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
は
大
丈
夫

か
。

答
　
鉄
骨
の
一
部
は
錆
に
よ

る
腐
食
や
溶
接
部
分
が
弱
く

な
っ
て
い
る
。
ス
レ
ー
ト
材

の
強
度
の
劣
化
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
類
も

含
有
し
て
い
る
。

　
建
物
周
辺
の
除
草
な
ど
の

管
理
も
行
え
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
改
め
て
施
設
点
検

を
踏
ま
え
管
理
を
行
い
た
い
。

　
現
状
か
ら
し
て
、
施
設
の

適
切
な
管
理
と
有
効
利
用
に

は
多
大
な
経
費
が
予
想
さ
れ
、

改
め
て
防
災
施
設
と
位
置
付

け
、
資
産
の
有
効
活
用
の
視

点
を
踏
ま
え
、
本
施
設
の
整

理
を
含
め
た
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
西
田
町
政
で
は
起

業
促
進
に
取
り
組
む
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
問
う
。

① 

町
民
へ
の
機
運
醸
成
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

② 

事
業
計
画
や
資
金
計
画

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

等
の
開
催
は
予
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

③ 

起
業
資
金
や
設
備
等
の

援
助
な
ど
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

答
　「
町
内
に
町
内
の
人
に

よ
り
」
１
社
で
も
多
く
の
会

社
を
創
業
・
起
業
し
て
い
た

だ
き
、
新
た
な
雇
用
や
所
得

を
生
み
だ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

① 

起
業
促
進
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
情
報
を
区
長
便
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

等
で
知
ら
せ
て
い
る
。

② 

創
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
近
隣
の
市
町
を

含
め
た
商
工
会
が
主
催
す

る
「
創
業
塾
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

③ 

開
業
資
金
な
ど
の
滋
賀
県

制
度
融
資
や
政
府
系
金
融

機
関
の
新
創
業
貸
付
な
ど

と
、
創
業
促
進
補
助
金
が

あ
る
。

　森山 敏夫 議員

高齢になっても
住み慣れた地域で
暮らせるために

地域一体で支えていきます

【近所】

【相談】 【介護】 【医療】

山田 義明 議員　

答
　
平
成
12
年
に
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
り
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
で

介
護
者
の
介
護
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。
金
銭
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
、
肉
体
的
・
精

神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
利
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
を
上
手
く
組
み

合
わ
せ
て
包
括
的
体
制
を
と

り
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

支
え
合
え
る
体
制
作
り
を
目

指
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

妹背の里

農村運動
公園

日

　野

　川

スレートに
アスベスト類
4.1％含有

強風で飛んだら
どうなるの!?

近江うし丸

　
竜
王
南
部
地
区
防
災
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
、
水
防
倉

庫
、
第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
庫
と
し
て
の
機
能
の

他
、
大
き
な
空
間
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
町
の
物
品

を
も
収
納
す
る
倉
庫
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

松浦 博 議員　

創業のためのガイドブック
（中小企業庁発行） 日野川の増水により浸水する妹背の里周辺

昭和47年建設された竜王町南部地区防災センター（岡屋）

問
　
今
後
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
む
中
、
老
老
介

護
へ
の
対
応
は
無
視
で
き

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

介
護
す
る
人
の
金
銭
的
負

担
軽
減
は
も
と
よ
り
、
肉

体
的
・
精
神
的
負
担
を
軽

減
し
、
生
き
る
希
望
を
失

う
事
の
無
い
よ
う
、
今
以

上
の
支
援
の
枠
を
備
え
る

こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
の
見
解
は
。

“老
ろ う

老
ろ う

介護”の現状と
今後の方針は

起業促進で町の活性化を

包括的体制作りを進め、取り組みを強化

商工会等と連携し
創業・起業を支援する

問

問

答

答 本
地
域
は
、
遊
水
地
と
し
て

　河
川
の
氾
濫
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ
る

施
設
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

問

問

日
野
川
右
岸
の
川
守
地
先
低
地

浸
水
対
策
と
妹
背
の
里
の
あ
り
方
は

竜
王
南
部
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
は

改
修
か
土
地
の
活
用
か

答

答

問
　
日
野
川
右
岸
の
川

守
地
先
農
村
運
動
公
園
、

妹
背
の
里
低
地
は
、
遊
水

地
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

地
域
が
浸
水
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
野
川
の
氾
濫
を

抑
止
す
る
効
果
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に

あ
る
妹
背
の
里
施
設
に
つ

い
て
は
、
管
理
の
た
め
に

毎
年
多
額
の
費
用
が
か
か

っ
て
い
る
が
、
町
と
町
民

に
と
っ
て
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
施
設
な

の
か
。

答
　
こ
の
地
域
は
、
川
守

地
先
と
の
流
量
調
整
機
能
を

持
つ
遊
水
地
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
地
形
で
あ
り
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
の
台
風
18
号
で
日
野
川

下
流
部
で
の
大
き
な
被
害
を

未
然
に
防
止
出
来
た
こ
と
で

も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
現
時

点
で
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
妹
背
の
里
施
設
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
５

年
に
「
雪
野
山
史
跡
広
場
　

妹
背
の
里
」
と
し
て
オ
ー
プ

ン
以
来
、
町
内
外
か
ら
多
数

の
来
場
者
を
迎
え
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
利
用
者
数
は

約
８
万
９
千
人
で
あ
る
。
事

業
の
工
夫
と
効
果
的
な
予
算

執
行
に
努
め
、
遊
水
地
で
あ

る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

問
　
当
セ
ン
タ
ー
は
建

築
後
40
年
以
上
経
過
し
た

建
物
。
老
朽
化
が
著
し
く

集
落
の
景
観
を
損
な
っ
て

い
る
。
管
理
も
十
分
行
き

届
い
て
い
な
い
。
ス
レ
ー

ト
屋
根
の
寿
命
は
20
年
程

度
で
あ
る
が
、
強
度
と
ア

ス
ベ
ス
ト
飛
散
は
大
丈
夫

か
。

答
　
鉄
骨
の
一
部
は
錆
に
よ

る
腐
食
や
溶
接
部
分
が
弱
く

な
っ
て
い
る
。
ス
レ
ー
ト
材

の
強
度
の
劣
化
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
類
も

含
有
し
て
い
る
。

　
建
物
周
辺
の
除
草
な
ど
の

管
理
も
行
え
て
い
る
と
は
言

い
難
く
、
改
め
て
施
設
点
検

を
踏
ま
え
管
理
を
行
い
た
い
。

　
現
状
か
ら
し
て
、
施
設
の

適
切
な
管
理
と
有
効
利
用
に

は
多
大
な
経
費
が
予
想
さ
れ
、

改
め
て
防
災
施
設
と
位
置
付

け
、
資
産
の
有
効
活
用
の
視

点
を
踏
ま
え
、
本
施
設
の
整

理
を
含
め
た
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
西
田
町
政
で
は
起

業
促
進
に
取
り
組
む
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
問
う
。

① 

町
民
へ
の
機
運
醸
成
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

② 

事
業
計
画
や
資
金
計
画

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー

等
の
開
催
は
予
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。

③ 

起
業
資
金
や
設
備
等
の

援
助
な
ど
の
予
定
は
あ

る
の
か
。

答
　「
町
内
に
町
内
の
人
に

よ
り
」
１
社
で
も
多
く
の
会

社
を
創
業
・
起
業
し
て
い
た

だ
き
、
新
た
な
雇
用
や
所
得

を
生
み
だ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

① 

起
業
促
進
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
情
報
を
区
長
便
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

等
で
知
ら
せ
て
い
る
。

② 

創
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
近
隣
の
市
町
を

含
め
た
商
工
会
が
主
催
す

る
「
創
業
塾
」
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

③ 

開
業
資
金
な
ど
の
滋
賀
県

制
度
融
資
や
政
府
系
金
融

機
関
の
新
創
業
貸
付
な
ど

と
、
創
業
促
進
補
助
金
が

あ
る
。

　森山 敏夫 議員

高齢になっても
住み慣れた地域で
暮らせるために

地域一体で支えていきます

【近所】

【相談】 【介護】 【医療】

山田 義明 議員　

答
　
平
成
12
年
に
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
り
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
で

介
護
者
の
介
護
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。
金
銭
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
、
肉
体
的
・
精

神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
利
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
自
助
、
互
助
、

共
助
、
公
助
を
上
手
く
組
み

合
わ
せ
て
包
括
的
体
制
を
と

り
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

支
え
合
え
る
体
制
作
り
を
目

指
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

妹背の里

農村運動
公園

日

　野

　川

スレートに
アスベスト類
4.1％含有

強風で飛んだら
どうなるの!?

近江うし丸

　
竜
王
南
部
地
区
防
災
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
、
水
防
倉

庫
、
第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
庫
と
し
て
の
機
能
の

他
、
大
き
な
空
間
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
町
の
物
品

を
も
収
納
す
る
倉
庫
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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一 般 質 問一 般 質 問

非常食の備蓄は

後期高齢者健診の受診券は

計画的に備蓄目標に
近づけていきたい

生活習慣病での受診者には送付していない

問

問

答

答

　若井 猛志 議員

問
　
非
常
食
が
想
定
避

難
者
数
の
一
日
分
を
確
保

出
来
て
い
な
い
と
報
道
さ

れ
た
。
災
害
時
の
最
大

問
　
祖
父
川
の
河
川
改

良
工
事
で
浚
渫
工
事
や
遮

水
矢
板
工
事
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
庶
水
矢
板

工
事
は
、
ど
の
様
な
地
層

の
所
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
竜
王
町
を
流
れ
る
天
井

川
の
堤
防
構
造
は
、
砂
質
系

で
粒
子
が
細
か
い
土
質
に
よ

り
築
造
さ
れ
た
堤
防
で
あ
る

事
に
加
え
て
、
堤
防
幅
が
狭

い
た
め
、
堤
防
内
に
浸
透
し

た
水
に
お
い
て
パ
イ
ピ
ン
グ

問
　
町
内
の
県
道
や
町

道
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
に
多
く
の
車
両
が
行

き
交
い
、
交
通
事
故
が
心

配
さ
れ
る
。
集
落
内
の
危

険
区
域
に
は
、「
ゾ
ー
ン

30
」
の
設
置
を
働
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
本
町
で
は
設
置
が
な
い

状
況
で
あ
る
。
町
内
に
お
い

て
、「
ゾ
ー
ン
30
」
の
設
置

条
件
で
あ
る
「
幹
線
道
路
な

ど
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
に
生

本
町
で
は
設
置
が
な
い
状
況

問答

生
活
道
路
で
の

「
ゾ
ー
ン
30
」の
整
備
を

答

問
　
生
活
習
慣
病
早
期

発
見
・
重
症
化
予
防
が
必

要
で
あ
る
が
、
今
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
高
齢
者
に

「
健
康
診
査
の
案
内
通
知
」

が
届
け
ら
れ
て
い
た
が
、

27
年
度
か
ら
は
、
医
療
機

関
に
受
診
し
て
い
る
人
は

対
象
外
と
さ
れ
た
。
こ
れ

で
は
医
療
に
か
か
る
機
会

避
難
者
数
を
ど
の
程
度
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

水
・
食
料
の
備
蓄
は
ど
の

程
度
必
要
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
乳
幼
児
や
お

年
寄
り
に
も
対
応
で
き
る

食
料
の
備
蓄
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

答
　
風
水
害
時
の
想
定
最
大

避
難
者
数
で
あ
る
３
０
５
６

人
を
基
本
と
し
、
３
日
分
を

目
標
と
し
て
い
る
。
現
在
の

備
蓄
量
は
、
飲
料
水
で
は
必

要
と
す
る
量
の
13
％
、
食
料

に
お
い
て
は
、
17
％
と
な
っ

て
お
り
、
十
分
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
財
政
的
側

面
も
考
え
、
５
年
を
目
途
に

備
蓄
し
て
い
き
た
い
。

非常食
飲料水・白かゆ・五目ごはん・山菜おこわなど

ゾーン30の標示と標識

活
道
路
が
集
っ
た
市
街
地
」

と
い
う
条
件
に
合
致
す
る
区

域
は
、
調
査
を
十
分
に
行
っ

て
い
な
い
た
め
明
確
に
は
答

え
ら
れ
な
い
。

古株 克彦 議員　

祖父川の遮水矢板工事の状況は
人家に隣接する箇所を優先する

問
答

竜王大橋（小口）下流の竹木伐採工事の様子

広谷川の薬師・不動尊線の函渠工の施工現場
＊函渠…断面が四角形の地下水路

減
少
等
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
る
。

　
そ
の
具
体
的
な
対
策
と
し

て
は
、
堤
防
を
通
る
河
川
水

を
遮
断
す
る
遮
水
矢
板
工
が

あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
堤
防

の
表
面
か
ら
堤
防
に
入
る
水

を
遮
断
す
る
遮
水
シ
ー
ト
工
、

堤
防
に
た
ま
っ
た
水
を
抜
け

や
す
く
す
る
ド
レ
ン
工
が
あ

る
。

　
須
惠
か
ら
岡
屋
集
落
付
近

に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
層

に
合
っ
た
ド
レ
ン
工
や
遮
水

矢
板
工
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
要
望

問
広
谷
川
河
川
改
修
今
後
の
工
事
計
画
は

答問
　
広
谷
川
の
26
・
27

年
度
工
事
で
薬
師
地
区
の

湧ゆ

川
合
流
点
の
サ
イ
フ
ォ

ン
工
事
が
施
工
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
工
事
計
画
は
。

答
　
広
谷
川
の
河
川
改
修
工

事
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

滋
賀
県
に
お
い
て
工
事
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本

年
度
に
つ
い
て
は
、
主
に
町

道
薬
師
不
動
尊
線
間
の
函か

ん

渠き
ょ

工
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
は
計
画
的
に

順
次
上
流
に
向
け
て
、
管

理
堤
防
を
兼
ね
た
工
事
を
進

め
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
。
既
設
の
広
谷
川
合
流

点
地
点
に
お
い
て
は
、
一
部

境
界
の
未
確
定
箇
所
が
あ
り
、

ま
た
用
地
買
収
も
必
要
に
な

る
。

　
長
年
の
地
元
要
望
で
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
早
期
に
完

成
で
き
る
よ
う
県
へ
要
望
し

て
い
く
。

問
　
残
り
の
工
事
区
間

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
全
長
で
５
２
０
ｍ
あ
り
、

現
在
、
２
３
０
ｍ
工
事
が
完

了
し
て
い
る
残
り
２
９
０
ｍ

で
あ
る
。

を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。

町
で
は
誰
に
受
診
券
が
送

ら
れ
て
い
な
い
の
か
。

答
　
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
要
綱
に
基
づ

き
生
活
習
慣
病
に
よ
り
医
療

機
関
に
定
期
的
に
受
診
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
原
則
と
し

て
後
期
高
齢
者
健
診
の
受
診

券
を
送
付
し
な
い
こ
と
と
す

る
県
内
統
一
の
運
用
に
従
っ

て
い
る
。

「ゾーン30」とは
　生活道路における歩行者等の安全な通行を確保することを目
的として、区域（ゾーン）を定めて最高速度30キロメートル毎
時の速度規制を実施するとともに、その他の安全対策を 必要に
応じて組み合わせ、ゾーン内における速度抑制や、ゾーン内を
抜け道として通行す る行為の抑制等を図る生活道路対策です。

防災センター
に備蓄
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一 般 質 問一 般 質 問

非常食の備蓄は

後期高齢者健診の受診券は

計画的に備蓄目標に
近づけていきたい

生活習慣病での受診者には送付していない

問

問

答

答

　若井 猛志 議員

問
　
非
常
食
が
想
定
避

難
者
数
の
一
日
分
を
確
保

出
来
て
い
な
い
と
報
道
さ

れ
た
。
災
害
時
の
最
大

問
　
祖
父
川
の
河
川
改

良
工
事
で
浚
渫
工
事
や
遮

水
矢
板
工
事
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
庶
水
矢
板

工
事
は
、
ど
の
様
な
地
層

の
所
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
竜
王
町
を
流
れ
る
天
井

川
の
堤
防
構
造
は
、
砂
質
系

で
粒
子
が
細
か
い
土
質
に
よ

り
築
造
さ
れ
た
堤
防
で
あ
る

事
に
加
え
て
、
堤
防
幅
が
狭

い
た
め
、
堤
防
内
に
浸
透
し

た
水
に
お
い
て
パ
イ
ピ
ン
グ

問
　
町
内
の
県
道
や
町

道
で
は
、
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
に
多
く
の
車
両
が
行

き
交
い
、
交
通
事
故
が
心

配
さ
れ
る
。
集
落
内
の
危

険
区
域
に
は
、「
ゾ
ー
ン

30
」
の
設
置
を
働
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
本
町
で
は
設
置
が
な
い

状
況
で
あ
る
。
町
内
に
お
い

て
、「
ゾ
ー
ン
30
」
の
設
置

条
件
で
あ
る
「
幹
線
道
路
な

ど
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
に
生

本
町
で
は
設
置
が
な
い
状
況

問答

生
活
道
路
で
の

「
ゾ
ー
ン
30
」の
整
備
を

答

問
　
生
活
習
慣
病
早
期

発
見
・
重
症
化
予
防
が
必

要
で
あ
る
が
、
今
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
高
齢
者
に

「
健
康
診
査
の
案
内
通
知
」

が
届
け
ら
れ
て
い
た
が
、

27
年
度
か
ら
は
、
医
療
機

関
に
受
診
し
て
い
る
人
は

対
象
外
と
さ
れ
た
。
こ
れ

で
は
医
療
に
か
か
る
機
会

避
難
者
数
を
ど
の
程
度
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

水
・
食
料
の
備
蓄
は
ど
の

程
度
必
要
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
乳
幼
児
や
お

年
寄
り
に
も
対
応
で
き
る

食
料
の
備
蓄
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

答
　
風
水
害
時
の
想
定
最
大

避
難
者
数
で
あ
る
３
０
５
６

人
を
基
本
と
し
、
３
日
分
を

目
標
と
し
て
い
る
。
現
在
の

備
蓄
量
は
、
飲
料
水
で
は
必

要
と
す
る
量
の
13
％
、
食
料

に
お
い
て
は
、
17
％
と
な
っ

て
お
り
、
十
分
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
財
政
的
側

面
も
考
え
、
５
年
を
目
途
に

備
蓄
し
て
い
き
た
い
。

非常食
飲料水・白かゆ・五目ごはん・山菜おこわなど

ゾーン30の標示と標識

活
道
路
が
集
っ
た
市
街
地
」

と
い
う
条
件
に
合
致
す
る
区

域
は
、
調
査
を
十
分
に
行
っ

て
い
な
い
た
め
明
確
に
は
答

え
ら
れ
な
い
。

古株 克彦 議員　

祖父川の遮水矢板工事の状況は
人家に隣接する箇所を優先する

問
答

竜王大橋（小口）下流の竹木伐採工事の様子

広谷川の薬師・不動尊線の函渠工の施工現場
＊函渠…断面が四角形の地下水路

減
少
等
を
起
こ
す
危
険
性
が

あ
る
。

　
そ
の
具
体
的
な
対
策
と
し

て
は
、
堤
防
を
通
る
河
川
水

を
遮
断
す
る
遮
水
矢
板
工
が

あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
堤
防

の
表
面
か
ら
堤
防
に
入
る
水

を
遮
断
す
る
遮
水
シ
ー
ト
工
、

堤
防
に
た
ま
っ
た
水
を
抜
け

や
す
く
す
る
ド
レ
ン
工
が
あ

る
。

　
須
惠
か
ら
岡
屋
集
落
付
近

に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
層

に
合
っ
た
ド
レ
ン
工
や
遮
水

矢
板
工
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
要
望

問
広
谷
川
河
川
改
修
今
後
の
工
事
計
画
は

答問
　
広
谷
川
の
26
・
27

年
度
工
事
で
薬
師
地
区
の

湧ゆ

川
合
流
点
の
サ
イ
フ
ォ

ン
工
事
が
施
工
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
工
事
計
画
は
。

答
　
広
谷
川
の
河
川
改
修
工

事
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

滋
賀
県
に
お
い
て
工
事
を
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
本

年
度
に
つ
い
て
は
、
主
に
町

道
薬
師
不
動
尊
線
間
の
函か

ん

渠き
ょ

工
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
は
計
画
的
に

順
次
上
流
に
向
け
て
、
管

理
堤
防
を
兼
ね
た
工
事
を
進

め
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
。
既
設
の
広
谷
川
合
流

点
地
点
に
お
い
て
は
、
一
部

境
界
の
未
確
定
箇
所
が
あ
り
、

ま
た
用
地
買
収
も
必
要
に
な

る
。

　
長
年
の
地
元
要
望
で
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
早
期
に
完

成
で
き
る
よ
う
県
へ
要
望
し

て
い
く
。

問
　
残
り
の
工
事
区
間

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
全
長
で
５
２
０
ｍ
あ
り
、

現
在
、
２
３
０
ｍ
工
事
が
完

了
し
て
い
る
残
り
２
９
０
ｍ

で
あ
る
。

を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
る
。

町
で
は
誰
に
受
診
券
が
送

ら
れ
て
い
な
い
の
か
。

答
　
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
要
綱
に
基
づ

き
生
活
習
慣
病
に
よ
り
医
療

機
関
に
定
期
的
に
受
診
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
原
則
と
し

て
後
期
高
齢
者
健
診
の
受
診

券
を
送
付
し
な
い
こ
と
と
す

る
県
内
統
一
の
運
用
に
従
っ

て
い
る
。

「ゾーン30」とは
　生活道路における歩行者等の安全な通行を確保することを目
的として、区域（ゾーン）を定めて最高速度30キロメートル毎
時の速度規制を実施するとともに、その他の安全対策を 必要に
応じて組み合わせ、ゾーン内における速度抑制や、ゾーン内を
抜け道として通行す る行為の抑制等を図る生活道路対策です。

防災センター
に備蓄
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問
　「
子
ど
も
１
１
０
番

の
お
う
ち
」
や
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
を
地
域
の
協
力
の

も
と
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
に
加
え
普
段
子
ど

も
達
が
遊
ん
で
い
る
時
に
、

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
、
郵
便
配
達
を
さ
れ

て
い
る
人
や
町
内
で
ト
ラ

ッ
ク
運
送
を
さ
れ
て
い
る

人
に
も
協
力
を
求
め
、車
・

バ
イ
ク
に
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
取
り
付

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
取

り
組
め
な
い
か
。

問
　
野
寺
橋
よ
り
雪
野

山
大
橋
間
の
西
側
堤
防
が
、

平
成
25
年
発
生
の
台
風
18

号
に
よ
り
大
き
く
浸
食
さ

れ
竹
林
が
倒
さ
れ
て
い
る
。

急
激
に
流
量
が
増
加
す
る

状
況
に
な
れ
ば
堤
防
決
壊

も
心
配
さ
れ
る
。
決
壊
と

な
れ
ば
、
大
き
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
が
町
と
し
て

の
考
え
は
。

問
　
主
要
地
方
道
近
江

八
幡
竜
王
線
に
お
い
て
は
、

自
転
車
道
が
な
く
、
大
変

危
険
な
状
況
と
思
わ
れ
る
。

近
年
貨
物
自
動
車
な
ど
が

特
に
大
型
化
し
て
お
り
、

接
触
な
ど
で
大
き
な
事
故

が
心
配
さ
れ
る
。
町
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

整
備
の
可
能
性
調
査
を
実
施

し
、
整
備
手
法
等
の
検
討
に

入
り
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ

て
、
民
間
開
発
に
つ
い
て
も

注
視
し
な
が
ら
、
投
資
と
将

来
的
な
負
担
も
考
慮
し
、
住

宅
地
整
備
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
委
員
会

な
ら
び
に
一
般
質
問
に
て

各
議
員
か
ら
町
の
住
宅
施

策
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
が
全
く
見
受

け
ら
れ
な
い
。
具
体
的
な

状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

答
　
山
之
上
西
出
地
先
に
つ

て
は
具
体
的
な
計
画
を
示
す

段
階
に
至
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
跡
地
に
つ
い
て
は
、

売
却
、
住
宅
開
発
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
須
惠
・
西
川
町
有
地
、
お

よ
び
鵜
川
町
有
地
に
つ
い
て

は
、
地
積
更
生
等
の
作
業
実

施
中
で
あ
り
、
１
月
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
今
後
、
住
宅 　菱田 三男 議員

「安全パトロールステッカー」で
                       防犯対策を

問

啓発の手法として取り組む答

日野川堤防の危機管理は問

国・県への要望活動を継続する答
　森島 芳男 議員　岡山 富男 議員

問答

今
日
ま
で
の

　
　
　住
宅
施
策
は

住
宅
地
整
備
が

早
期
に
図
れ
る
よ
う

準
備
を
進
め
る

問
自
転
車
道
が
必
要
で
は
な
い
か

答
道
路
管
理
者
等
に

交
通
安
全
施
設
整
備
を
求
め
る

答
　啓
発
の
た
め
に
、の
ぼ

り
旗
の
設
置
、呼
び
か
け
・
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
多
様
な
手
段

が
あ
る
が
、自
動
車
等
を
活

用
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
ス

テ
ッ
カ
ー
も
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
防
犯
を
呼
び
か
け
る
点

で
は
効
果
的
な
手
段
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
。町
と
し

て
も
、提
案
を
認
識
し
、関
係

機
関
、団
体
と
の
連
携
を
視

野
に
入
れ
、防
犯
対
策
の
機

運
の
高
ま
り
の
中
で
前
向
き

な
取
り
組
み
の
手
法
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
く
。

　森島 芳男 議員

安全パトロールステッカー浸食が進み危険な状況（野寺橋下流）

自転車道がない道路 山之上地区　地区計画の予定地

答
　
堤
防
決
壊
を
防
止
す
る

に
は
、
堤
防
の
強
化
と
河
川

水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
す
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
平
成
22
年

答
　
当
道
路
は
、
交
通
量
の

少
な
か
っ
た
時
代
の
道
路
整

備
で
あ
っ
た
た
め
、
歩
道
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
新
設
道
路
に
自

転
車
道
や
自
転
車
歩
行
者
道

を
設
置
す
る
場
合
の
基
準
は

自
転
車
道
は
1.5
ｍ
以
上
、
自

転
車
歩
行
者
道
は
3.0
ｍ
以
上

の
有
効
幅
員
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
は
こ
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
管
理
者
や
公
安

委
員
会
に
対
し
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
等
の
協
議
を
行

い
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

に
策
定
さ
れ
た
、
県
の
河
川

整
備
計
画
で
は
、
堤
防
の
質

的
強
化
と
氾
濫
制
御
の
対
策

を
図
る
河
川
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に
お
い
て
、
緊

急
性
の
高
い
個
所
か
ら
堤
防

の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
国
、

県
に
対
し
て
は
早
期
の
河
川

改
修
と
国
直
轄
化
区
間
と
し

て
の
採
択
を
要
望
を
し
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
活
動

を
継
続
し
、
地
域
住
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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問
　「
子
ど
も
１
１
０
番

の
お
う
ち
」
や
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
を
地
域
の
協
力
の

も
と
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
に
加
え
普
段
子
ど

も
達
が
遊
ん
で
い
る
時
に
、

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
、
郵
便
配
達
を
さ
れ

て
い
る
人
や
町
内
で
ト
ラ

ッ
ク
運
送
を
さ
れ
て
い
る

人
に
も
協
力
を
求
め
、車
・

バ
イ
ク
に
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
ス
テ
ッ
カ
ー
を
取
り
付

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
取

り
組
め
な
い
か
。

問
　
野
寺
橋
よ
り
雪
野

山
大
橋
間
の
西
側
堤
防
が
、

平
成
25
年
発
生
の
台
風
18

号
に
よ
り
大
き
く
浸
食
さ

れ
竹
林
が
倒
さ
れ
て
い
る
。

急
激
に
流
量
が
増
加
す
る

状
況
に
な
れ
ば
堤
防
決
壊

も
心
配
さ
れ
る
。
決
壊
と

な
れ
ば
、
大
き
な
被
害
が

予
想
さ
れ
る
が
町
と
し
て

の
考
え
は
。

問
　
主
要
地
方
道
近
江

八
幡
竜
王
線
に
お
い
て
は
、

自
転
車
道
が
な
く
、
大
変

危
険
な
状
況
と
思
わ
れ
る
。

近
年
貨
物
自
動
車
な
ど
が

特
に
大
型
化
し
て
お
り
、

接
触
な
ど
で
大
き
な
事
故

が
心
配
さ
れ
る
。
町
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

整
備
の
可
能
性
調
査
を
実
施

し
、
整
備
手
法
等
の
検
討
に

入
り
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ

て
、
民
間
開
発
に
つ
い
て
も

注
視
し
な
が
ら
、
投
資
と
将

来
的
な
負
担
も
考
慮
し
、
住

宅
地
整
備
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

問
　
こ
れ
ま
で
委
員
会

な
ら
び
に
一
般
質
問
に
て

各
議
員
か
ら
町
の
住
宅
施

策
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

が
出
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
が
全
く
見
受

け
ら
れ
な
い
。
具
体
的
な

状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

答
　
山
之
上
西
出
地
先
に
つ

て
は
具
体
的
な
計
画
を
示
す

段
階
に
至
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
跡
地
に
つ
い
て
は
、

売
却
、
住
宅
開
発
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
須
惠
・
西
川
町
有
地
、
お

よ
び
鵜
川
町
有
地
に
つ
い
て

は
、
地
積
更
生
等
の
作
業
実

施
中
で
あ
り
、
１
月
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
今
後
、
住
宅 　菱田 三男 議員

「安全パトロールステッカー」で
                       防犯対策を

問

啓発の手法として取り組む答

日野川堤防の危機管理は問

国・県への要望活動を継続する答
　森島 芳男 議員　岡山 富男 議員

問答

今
日
ま
で
の

　
　
　住
宅
施
策
は

住
宅
地
整
備
が

早
期
に
図
れ
る
よ
う

準
備
を
進
め
る

問
自
転
車
道
が
必
要
で
は
な
い
か

答
道
路
管
理
者
等
に

交
通
安
全
施
設
整
備
を
求
め
る

答
　啓
発
の
た
め
に
、の
ぼ

り
旗
の
設
置
、呼
び
か
け
・
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
多
様
な
手
段

が
あ
る
が
、自
動
車
等
を
活

用
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
ス

テ
ッ
カ
ー
も
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
防
犯
を
呼
び
か
け
る
点

で
は
効
果
的
な
手
段
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
る
。町
と
し

て
も
、提
案
を
認
識
し
、関
係

機
関
、団
体
と
の
連
携
を
視

野
に
入
れ
、防
犯
対
策
の
機

運
の
高
ま
り
の
中
で
前
向
き

な
取
り
組
み
の
手
法
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
く
。

　森島 芳男 議員

安全パトロールステッカー浸食が進み危険な状況（野寺橋下流）

自転車道がない道路 山之上地区　地区計画の予定地

答
　
堤
防
決
壊
を
防
止
す
る

に
は
、
堤
防
の
強
化
と
河
川

水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
す
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
平
成
22
年

答
　
当
道
路
は
、
交
通
量
の

少
な
か
っ
た
時
代
の
道
路
整

備
で
あ
っ
た
た
め
、
歩
道
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
新
設
道
路
に
自

転
車
道
や
自
転
車
歩
行
者
道

を
設
置
す
る
場
合
の
基
準
は

自
転
車
道
は
1.5
ｍ
以
上
、
自

転
車
歩
行
者
道
は
3.0
ｍ
以
上

の
有
効
幅
員
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
は
こ
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
管
理
者
や
公
安

委
員
会
に
対
し
、
交
通
安
全

施
設
の
整
備
等
の
協
議
を
行

い
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

に
策
定
さ
れ
た
、
県
の
河
川

整
備
計
画
で
は
、
堤
防
の
質

的
強
化
と
氾
濫
制
御
の
対
策

を
図
る
河
川
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に
お
い
て
、
緊

急
性
の
高
い
個
所
か
ら
堤
防

の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
国
、

県
に
対
し
て
は
早
期
の
河
川

改
修
と
国
直
轄
化
区
間
と
し

て
の
採
択
を
要
望
を
し
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
活
動

を
継
続
し
、
地
域
住
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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問
　
農
業
離
れ
が
進
む

中
、
土
地
改
良
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
維
持
修
繕
や

布
設
替
に
多
額
の
費
用
が

必
要
で
あ
る
が
、
受
益
者

負
担
に
対
す
る
補
助
等
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施

策
検
討
は
。

問
　
集
落
周
辺
の
道
路

は
自
治
会
・
土
地
所
有

者
・
耕
作
者
が
草
刈
り
等

を
し
て
い
る
が
、
高
齢
化

に
伴
っ
て
作
業
継
続
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
道
路
景
観
の
た

め
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
町

道
は
、
経
年
と
と
も
に
大

き
く
な
り
通
行
障
害
と
交

通
事
故
誘
発
の
恐
れ
が
あ

る
。
道
路
管
理
者
と
し
て

の
考
え
は
。

答
　
町
道
等
は
地
域
の
協

力
を
得
る
中
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
農
地
周
辺
に
つ

い
て
は
、
隣
接
農
家
で
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
で

あ
る
が
、
地
域
農
業
情
勢
の

変
化
と
高
齢
化
に
よ
り
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
管
理
は
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

負
担
軽
減
の
た
め
町
に
管
理

作
業
員
を
配
置
し
定
期
的
に

問
　
町
内
の
保
育
園
で

は
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
定
員
変
更
を
さ
れ

る
と
聞
く
。
人
口
減
少
が

進
む
中
で
保
育
の
方
向
性

が
重
要
で
あ
る
。
次
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

①
就
学
前
児
童
数
と
、
幼

稚
園
・
保
育
園
の
入
園
の

現
状
と
、
次
年
度
の
申
し

込
み
状
況
は
。

②
幼
稚
園
と
保
育
園
の
過

去
5
年
間
の
園
児
数
の
推

移
と
今
後
の
予
測
は
。

③
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保

育
の
拡
大
検
討
は
。

幼稚園の
預かり保育の拡大は

問

３歳児についても
制度化したい

答

問答

町
道
等
の

　

 

　維
持
管
理
は

管
理
が
で
き
る
手
法
を
考
え
る

管
理
し
て
い
る
。
植
樹
し
た

樹
木
は
農
作
業
・
交
通
障
害

の
た
め
に
剪
定
等
を
行
っ
て

い
る
が
、
一
定
の
整
理
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
の
協
力
な
し
で
は
維
持

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
管
理
が
で

き
る
手
法
を
考
え
る
。

答
　
①
28
年
４
月
現
在
の

就
学
前
児
童
は
６
２
２
人
で
、

こ
の
う
ち
11
月
現
在
で
入
園

者
は
幼
稚
園
１
９
７
人
、
保

育
園
２
２
９
人
。
11
月
現
在

で
の
次
年
度
入
園
申
し
込
み

状
況
は
、
幼
稚
園
が
１
９

６
人
、
保
育
園
が
２
５
１
人
。

②
５
年
間
の
推
移
で
は
幼
稚

園
が
45
人
減
で
、
保
育
園
が

46
人
増
で
あ
る
。
今
後
の
毎

年
の
入
園
者
数
は
、
幼
稚
園

は
50
人
程
度
、
保
育
園
は
２

０
０
人
程
度
（
全
受
入
園
児

数
）
と
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

③
29
年
度
か
ら
16
時
30
分
ま

で
の
時
間
延
長
を
行
い
３
歳

児
に
つ
い
て
も
制
度
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答
　
各
集
落
で
選
出
さ
れ
た

農
村
保
全
委
員
連
絡
協
議
会

で
管
理
補
修
の
費
用
捻
出
を

お
願
い
し
、
世
代
を
つ
な
ぐ

農
村
ま
る
ご
と
保
全
対
策
事

業
を
活
用
し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
制

度
が
拡
充
さ
れ
施
設
の
更
新

に
も
一
定
の
補
助
金
を
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
協
議
会
と
連
携
し
補
助

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

土
地
改
良
施
設
の
機
能
保
全

と
受
益
者
負
担
の
軽
減
に
努

め
る
。

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

議
員
の
質
問
に
、
当
局
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。 

土地改良施設の維持修繕は問
補助事業により機能保全と
　　　　受益者の軽減に努める

答

　森島 芳男 議員　小西 久次 議員

用水管の漏水状況

危険性の潜む町道

預かり保育（竜王幼稚園）

問
　
竜
王
西
小
学
校
で
地
盤
沈
下
が

生
じ
て
い
る
。
学
校
で
も
あ
り
、
災

害
時
の
広
域
避
難
所
で
も
あ
る
た

め
、
慎
重
か
つ
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
今
後
専
門
的
な
調
査
が
必
要
で

あ
る
。
早
急
に
調
査
の
時
期
を
見
極

め
た
い
。…

…
…
…
…
…
…

◎
そ
し
て
…

⬅
28
年
５
月
定
例
会
で
調
査
費
と
し

て
５
０
０
万
円
を
予
算
計
上

⬅
夏
休
み
期
間
中
に
調
査
を
実
施
　

⬅
28
年
12
月
定
例
会
で
沈
下
改
修
工

事
設
計
費
と
し
て
６
２
６
万
円
を
予

算
計
上

◎
わ
か
っ
た
こ
と

　
地
盤
沈
下
の
影
響
に
よ
り
地
下
埋

設
管
の
変
形
、湾
曲
、勾
配
不
良
（
逆

勾
配
）
が
発
生
し
て
い
る
。

　
外
構
等
に
お
い
て
も
植
え
込
み
の

破
損
、
側
溝
の
変
形
、
破
損
等
損
傷

が
生
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
使
用
上
の
不
具

合
、
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
外
構

部
及
び
配
管
部
の
修
繕
が
必
要
で
あ

る
。

◎
今
後
の
対
応
へ
の
意
見

　
完
全
復
旧
に
は
、
余
り
に
も
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
、ま
た
、

竜
王
小
学
校
の
改
築
も
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
包
括
的

に
検
討
し
た
う
え
で
、
今
後
の
竜
王

西
小
学
校
の
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を

適
切
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

竜
王
西
小
学
校
の
地
盤
沈
下
の
対
応
を

（
平
成
28
年
第
1
回（
３
月
）定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）地質調査ボーリングの様子

これまでの
教育委員会の

課題

▶教育委員長と教育長のどちらが責任者かわかりにくい
▶教育委員会の審議が形骸化している
▶いじめ等の問題に対して必ずしも迅速に対応できていない
▶地域住民の民意が十分に反映されていない
▶地方教育行政に問題がある場合に、国が最終的に責任を果た
せるようにする必要がある

教育委員会の
改革

▶教育行政における責任体制の明確化
▶教育委員会の審議の活性化
▶迅速な危機管理体制の構築
▶地域の民意を代表する首長との連携の強化
▶いじめによる自殺等が起きた後においても、再発防止のため
に国が教育委員会に指示できることを明確化

▶教育行政における責任体制の明確化

政治的中立性の確保
◆教育委員会は、引き続き執行機関
◆総合教育会議で、首長と協議・調整は行うが、最終的な執
行権限は教育委員会に留保されている

POINT ❶
教育長

教育委員長と教育長を
一本化した新「教育長」の設置

POINT ❷
教育委員会

教育長へのチェック機能の
強化と会議の透明化

POINT ❸
総合教育会議

すべての地方公共団体に
「総合教育会議」を設置

POINT ❹
大　綱

教育に関する「大綱」を
首長が策定

教育委員会制度が変わりました

関
連
⬇
P
４
・
６
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問
　
農
業
離
れ
が
進
む

中
、
土
地
改
良
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
維
持
修
繕
や

布
設
替
に
多
額
の
費
用
が

必
要
で
あ
る
が
、
受
益
者

負
担
に
対
す
る
補
助
等
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施

策
検
討
は
。

問
　
集
落
周
辺
の
道
路

は
自
治
会
・
土
地
所
有

者
・
耕
作
者
が
草
刈
り
等

を
し
て
い
る
が
、
高
齢
化

に
伴
っ
て
作
業
継
続
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
道
路
景
観
の
た

め
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
町

道
は
、
経
年
と
と
も
に
大

き
く
な
り
通
行
障
害
と
交

通
事
故
誘
発
の
恐
れ
が
あ

る
。
道
路
管
理
者
と
し
て

の
考
え
は
。

答
　
町
道
等
は
地
域
の
協

力
を
得
る
中
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
農
地
周
辺
に
つ

い
て
は
、
隣
接
農
家
で
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
で

あ
る
が
、
地
域
農
業
情
勢
の

変
化
と
高
齢
化
に
よ
り
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
管
理
は
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

負
担
軽
減
の
た
め
町
に
管
理

作
業
員
を
配
置
し
定
期
的
に

問
　
町
内
の
保
育
園
で

は
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
定
員
変
更
を
さ
れ

る
と
聞
く
。
人
口
減
少
が

進
む
中
で
保
育
の
方
向
性

が
重
要
で
あ
る
。
次
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

①
就
学
前
児
童
数
と
、
幼

稚
園
・
保
育
園
の
入
園
の

現
状
と
、
次
年
度
の
申
し

込
み
状
況
は
。

②
幼
稚
園
と
保
育
園
の
過

去
5
年
間
の
園
児
数
の
推

移
と
今
後
の
予
測
は
。

③
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保

育
の
拡
大
検
討
は
。

幼稚園の
預かり保育の拡大は

問

３歳児についても
制度化したい

答

問答

町
道
等
の

　

 

　維
持
管
理
は

管
理
が
で
き
る
手
法
を
考
え
る

管
理
し
て
い
る
。
植
樹
し
た

樹
木
は
農
作
業
・
交
通
障
害

の
た
め
に
剪
定
等
を
行
っ
て

い
る
が
、
一
定
の
整
理
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

地
域
の
協
力
な
し
で
は
維
持

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域

の
実
情
に
即
し
た
管
理
が
で

き
る
手
法
を
考
え
る
。

答
　
①
28
年
４
月
現
在
の

就
学
前
児
童
は
６
２
２
人
で
、

こ
の
う
ち
11
月
現
在
で
入
園

者
は
幼
稚
園
１
９
７
人
、
保

育
園
２
２
９
人
。
11
月
現
在

で
の
次
年
度
入
園
申
し
込
み

状
況
は
、
幼
稚
園
が
１
９

６
人
、
保
育
園
が
２
５
１
人
。

②
５
年
間
の
推
移
で
は
幼
稚

園
が
45
人
減
で
、
保
育
園
が

46
人
増
で
あ
る
。
今
後
の
毎

年
の
入
園
者
数
は
、
幼
稚
園

は
50
人
程
度
、
保
育
園
は
２

０
０
人
程
度
（
全
受
入
園
児

数
）
と
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

③
29
年
度
か
ら
16
時
30
分
ま

で
の
時
間
延
長
を
行
い
３
歳

児
に
つ
い
て
も
制
度
化
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答
　
各
集
落
で
選
出
さ
れ
た

農
村
保
全
委
員
連
絡
協
議
会

で
管
理
補
修
の
費
用
捻
出
を

お
願
い
し
、
世
代
を
つ
な
ぐ

農
村
ま
る
ご
と
保
全
対
策
事

業
を
活
用
し
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
制

度
が
拡
充
さ
れ
施
設
の
更
新

に
も
一
定
の
補
助
金
を
充
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
協
議
会
と
連
携
し
補
助

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

土
地
改
良
施
設
の
機
能
保
全

と
受
益
者
負
担
の
軽
減
に
努

め
る
。

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

議
員
の
質
問
に
、
当
局
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。 

土地改良施設の維持修繕は問
補助事業により機能保全と
　　　　受益者の軽減に努める

答

　森島 芳男 議員　小西 久次 議員

用水管の漏水状況

危険性の潜む町道

預かり保育（竜王幼稚園）

問
　
竜
王
西
小
学
校
で
地
盤
沈
下
が

生
じ
て
い
る
。
学
校
で
も
あ
り
、
災

害
時
の
広
域
避
難
所
で
も
あ
る
た

め
、
慎
重
か
つ
迅
速
な
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
今
後
専
門
的
な
調
査
が
必
要
で

あ
る
。
早
急
に
調
査
の
時
期
を
見
極

め
た
い
。…

…
…
…
…
…
…

◎
そ
し
て
…

⬅
28
年
５
月
定
例
会
で
調
査
費
と
し

て
５
０
０
万
円
を
予
算
計
上

⬅
夏
休
み
期
間
中
に
調
査
を
実
施
　

⬅
28
年
12
月
定
例
会
で
沈
下
改
修
工

事
設
計
費
と
し
て
６
２
６
万
円
を
予

算
計
上

◎
わ
か
っ
た
こ
と

　
地
盤
沈
下
の
影
響
に
よ
り
地
下
埋

設
管
の
変
形
、湾
曲
、勾
配
不
良
（
逆

勾
配
）
が
発
生
し
て
い
る
。

　
外
構
等
に
お
い
て
も
植
え
込
み
の

破
損
、
側
溝
の
変
形
、
破
損
等
損
傷

が
生
じ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
使
用
上
の
不
具

合
、
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
外
構

部
及
び
配
管
部
の
修
繕
が
必
要
で
あ

る
。

◎
今
後
の
対
応
へ
の
意
見

　
完
全
復
旧
に
は
、
余
り
に
も
多
額

の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
、ま
た
、

竜
王
小
学
校
の
改
築
も
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
包
括
的

に
検
討
し
た
う
え
で
、
今
後
の
竜
王

西
小
学
校
の
地
盤
沈
下
へ
の
対
応
を

適
切
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

竜
王
西
小
学
校
の
地
盤
沈
下
の
対
応
を

（
平
成
28
年
第
1
回（
３
月
）定
例
会
一
般
質
問
よ
り
）地質調査ボーリングの様子

これまでの
教育委員会の

課題

▶教育委員長と教育長のどちらが責任者かわかりにくい
▶教育委員会の審議が形骸化している
▶いじめ等の問題に対して必ずしも迅速に対応できていない
▶地域住民の民意が十分に反映されていない
▶地方教育行政に問題がある場合に、国が最終的に責任を果た
せるようにする必要がある

教育委員会の
改革

▶教育行政における責任体制の明確化
▶教育委員会の審議の活性化
▶迅速な危機管理体制の構築
▶地域の民意を代表する首長との連携の強化
▶いじめによる自殺等が起きた後においても、再発防止のため
に国が教育委員会に指示できることを明確化

▶教育行政における責任体制の明確化

政治的中立性の確保
◆教育委員会は、引き続き執行機関
◆総合教育会議で、首長と協議・調整は行うが、最終的な執
行権限は教育委員会に留保されている

POINT ❶
教育長

教育委員長と教育長を
一本化した新「教育長」の設置

POINT ❷
教育委員会

教育長へのチェック機能の
強化と会議の透明化

POINT ❸
総合教育会議

すべての地方公共団体に
「総合教育会議」を設置

POINT ❹
大　綱

教育に関する「大綱」を
首長が策定

教育委員会制度が変わりました

関
連
⬇
P
４
・
６
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昔
を
今
に
伝
え
る
神
事
↓
関
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記
事
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いきいき人生シリーズ
竜王スポーツ少年団
　　　本部長　山中　修 さん

やま　  なか             おさむ

　
本
年
の
お
正
月
は
、
天
気
も
良
く

暖
か
で
お
だ
や
か
で
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
西
田
新
町
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
酉
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
政
に
お
い
て
大
き
く
飛
躍
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
私
達
、
広
報
委
員
一
同
は
皆
様
方

に
少
し
で
も
議
会
の
活
動
が
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
読
み
や
す
く
、
お
伝

え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

編
集
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記
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　私の若かりしころは京都の社会人リーグでサ
ッカーに打ち込んでいましたが、現役を引退し
コーチをして若手の指導に当たっていたころ、
ある方から『竜王の子ども達にサッカーの指導
をお願い出来ませんか！』と声をかけられて以
来三十余年スポーツ少年団活動をさせていただ
いています。この間、大変な事も有りましたが、
それ以上に出会いの大切さを学ばせていただき
ました。子ども達、育成会の方々、地域の方々、
行政の方々、また他府県の指導者の方々との出
会い、どの出会いも私の宝物です。
　今、子ども達に伝えたい事は、子どものころにスポーツを通じて鍛えられた根性や気持ちとい
ったものは大人になっても絶対に役に立ちます。ですから、どんなスポーツでもいいので、ぜひ
取り組んでほしい。何かに打ち込むことがどれだけ大変で尊いものなのか、それを存分に感じて
ほしいし、堪能してほしいと思います。そして出会いを大切に！

私とスポーツ少年団との出会い

石い
そ

部べ

神
社
の
弓
始
め
式

　
七
里
の
石
部
神
社
は
町
内
で
格

式
の
あ
る
延
喜
式
内
社
で
す
。
境

内
社
に
は
春
日
大
社
の
分
霊
、
武

人
の
重
神
と
あ
が
め
ら
れ
る
八
幡

神
の
分
霊
を
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月
10
日
前
後
の
日
曜
日
に

「
弓
始
め
式
」
を
行
い
ま
す
。
年

行
事
で
選
ん
だ
氏
子
の
男
子
二
人

が
、
烏え

ぼ

し
帽
子
を
か
ぶ
り
、
紺
地
に

井い

桁げ
た

紋
様
の
着
物
に
白
袴
と
い
う

出
で
立
ち
で
、
６
本
の
矢
を
交
互

に
的
に
向
か
っ
て
射
ま
す
。
こ
う

し
て
６
本
の
矢
を
そ
れ
ぞ
れ
５
回

と
、
最
後
に
３
本
の
計
33
本
の
矢

を
引
き
ま
す
。
昔
は
的
中
の
数
で

五
穀
豊
穣
を
占
い
ま
し
た
。
２
月

上
旬
に
も
「
弓
納
め
式
」
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
１
月
は
寒
稽
古
の
始

ま
り
を
、
２
月
の
神
事
は
寒
稽
古

の
終
わ
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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